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1．はじめに  
 約10年ぶりに改訂された2020年度からの学習指導要領で

は「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」

の視点が重要視されている。浅野（2008）１）では「これまで

わが国の学校現場では、教育評価が「児童生徒に成績をつけ

ること」（＝評定）と同一視されてきた」とし、環境教育にお

いては「教師はねらいに応じて子どもたちの学びを評価する

ための観点を自ら設定しなければならない」としている。こ

うした流れの中で1つの方法としてルーブリックが注目され

ている。ルーブリックとは「成功の度合いを示す数値的な尺

度と、それぞれの尺度に見られるパフォーマンスの特徴を示

した記述後からなる評価基準表」（田中，2003）2）である。 
 今回、石垣島でのサンゴ学習においてルーブリック評価を

導入したので報告したい。 
 
２．石垣島におけるサンゴ学習 

 沖縄県の石垣島では、2003年からサンゴ礁保全のための環

境学習が行われている。体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチ

ャーズガイド（2002発行）3）及び、はじめようサンゴの島の

環境学習「1・2・サンゴ！」（2006発行）4）を用いたプログ

ラムは、小中学校の総合的な学習の時間の授業として、環境

省業務や助成金を利用して現在まで継続されている。 
 小学校を例にとると、2019 年度は小規模校 1 校、中規模

校 3校でサンゴ学習が実施された。小規模校での活動は全5
回、教室での事前学習 1 回、フィールドでの現地学習 2 回、

事後学習2回。中規模校では、事前・現地・事後の活動が各

1回合計3回でプログラムが構成された。 
 
３．サンゴ博士テスト 

初めに「伝えたい情報や育てたい興味・態度」として小学

生には15項目、中学生には18項目を設定した。以下小学生

用を例に説明する。 
項目1～8までは「サンゴに関する基礎知識」、項目9～15

までは「サンゴが生きていくための条件」「環境問題」「生物

多様性」「保全」で構成される。 
それぞれの項目に対応した 15 の設問から成る「サンゴ博

士テスト」を作成し、学習全体の最初と最後に同じ問題を10
分間で回答させた。 
 
 
 
 

 
 
４．サンゴ学習ルーブリック 

ルーブリックでは15の各項目について、A（十分満足でき

る）B（一部は目標に達している）C（目標に達していない）、

そしてAの上にS（さらに＋αがある）を設定し4段階の到

達度で表すこととし、設問により正解者数や一つでも回答が

できた人数などの割合を、AとBの境界に70％、BとCの

境界に30％を設定し、Sについては100％とした。その境界

となる割合については 2019 年度にサンゴ学習を行った 201
人の小学生による結果から、最も学習前後の変化を表す数字

として設定した。 
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５．評価結果から 

2019 年度に石垣島でサンゴ学習を実施した 4校 201人の

児童によるサンゴ博士テストの結果を、サンゴ学習ルーブリ

ックで評価した。 
その結果から、以下のようなことが読み取れた。 

①活動回数や児童数などの差 
共生藻に関連した対象学年にとっては難しい項目につい

ては、3 回の授業を行った中規模校では学習後も到達度が上

昇しなかったが、5 回の授業を行った小規模校では到達度が

上昇した。 
②活動プログラムの差 
 年度の後半に導入したゲーム形式のアクティビティにより、

覚えにくい専門用語に関する項目の達成度が二段階も上昇す

るようになった。 
③主体的な学びの差 
 生物多様性や環境問題、保全意識など環境教育の目指す主

体的な学びに関する項目が、3 回の授業の中規模校より、5
回の授業の小規模校において、全てにおいて到達度が高くな

ることがわかった。 
 
６．おわりに 

 サンゴ博士テストとサンゴ学習ルーブリックを作成し導入

したことで、これまで曖昧だった学習の成果が到達度として

わかりやすく表現できるようになった。また、学習内容の効

果や改善すべき点を明確にすることができた。今後のサンゴ

学習に活かすとともに、他団体にも利用してもらいサンゴ学

習の客観的な評価軸となるように活用していきたい。 
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